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（1）　学校の概要、目標及び計画

《　概要　》

学校名 専門学校　九州ビジュアルアーツ
校長名 稻實　洋祐
設置者 学校法人　Adachi学園
代表職氏名 理事長　安達　暁子
学校所在地 福岡市博多区博多駅前3-8-24

専門学校 九州ビジュアルアーツ（以下、本校という）は学校法人Adachi学園（以下、本学園という）創立者で
初代理事長 安達建之助の「建学の理念」に則り、「写真学科」「放送・映画学科」「CG映像学科」「声優学科」
「俳優学科」「音響学科」「ミュージッククリエイト学科」「マスコミ出版・芸能学科」の 8学科を設置する映
像音響の総合専門学校です。

《　沿革　》

昭和43年　東京写真専門学校・九州校として開校
昭和58年　学校法人 九州安達学園の認可
　　　　　（専門学校 九州デザイナー学院・映像音響専門課程として学科設置）
平成  9年   専門学校 九州ビジュアルアーツ開校
　　　　　（専門学校 九州デザイナー学院より分離独立）
平成29年　学校法人 Adachi学園と法人名変更（全国の学園グループ法人統一）

《　学校の理念・ビジョン　》

本学園の教育理念では「ひとりでも多くの学生に心のふれあいと、あらゆる技術を向上させ、最大の満足を提供
する。そして学園の繁栄、職員の幸福、地域社会への貢献をめざす。」と定めています。また、本学園のビジョン
として「産学協同で活性化された学園組織の構築」を掲げることで、本校が取り組む「実践授業」が、職業実践と
直結したものとなっております。

《　学校の特色　》

本校の特色としては、本学園内に隣接する３校の姉妹校を有し、お互いの学校の専門性を活かしながらコラボレ
ーションを通じて、コミュニケーション能力の向上がはかれる企業環境を自然に創出しているところでしょう。

《　教育目標　》

教育基本法及び各法令に基づき、専門知識及び技術を享受して、学科ごとに異なる目標と進路を設定することに
より、映像・音響・声優などの職業教育に取り組むことで、より良い社会を創造できる人を育て、各業界で活躍
できる人材を育成する。

《　運営方針　》

立案としては、教育に関わる学校計画は教育部門の「学務部」、学園全体の予算計画を「事務局」、広報活動の
計画を「入試広報部」から持ち寄り、この３部門の意見を交えた上で出された方針を基に、本学園の理事会での
審議を受け、意思決定されたものが学校運営に活かされています。運営方針については各年度当初に開催される
理事会で学園の運営方針が決定され、教職員に周知されます。運営方針に沿った各業務や教育活動が遂行され、
報告、随時見直し検討がなされていきます。

情報提供等への取組に関するガイドライン



《　授業計画　》
年度開始前に、カリキュラム会議にて学校長、キャリア長、学務責任者、学科長および授業担当者で２年間の教
育スケジュールに基づきカリキュラムを作成する。各授業の到達目標、方法、評価のポイントを定めた後、授業
担当者はシラバスの作成を行い、学科長、学校長の許可を得る。

《　成績評価　》
成績は前期・後期の終了前に、試験・課題・実技試験・出席状況・授業態度などを考慮し、授業担当者が定めら
れた各教科の評価ポイントに基づき成績を判定する。その後、学科長による授業担当者の評価確認を行い、最終
的には学校長の確認の元で単位認定を行う。
成績はオリエンテーション時に学生本人へ公表し、保護者へ郵送する。評価が悪い学生には教科担当の教諭より
指導がなされ補講・補修を行っている。
成績は以下のような5段階評価に基づく。
A=優秀　B=良い　C＝標準　D=不可(出席50％以上)   E=不可(出席50％未満)
GAP評価制度による客観的な評価については学内で行う。
ポイント変換：A=4  B=3  C=2  D=1  E=0
算出方法：(全教科の評価ポイントの合計）÷  総単位数 (履修登録単位の総数)
前期終了時と後期終了時にGPA評価を実施することで学習状況を把握する。

《　卒業認定　》
卒業の認定方針については年度開始前に行われるカリキュラム会議にて、各学科の特性、業界で必要とされる
知識やスキルを踏まえ卒業要件が決定される。
・卒業規定として学則に定める履修時間(卒業時1920時数)を履修していること
・94単位以上を取得していること
・学費を全納していること
なお、これらの卒業条件については学生と保護者へ入学時オリエンテーションにて案内している。

《　カリキュラム　》
カリキュラムについては、校長、学務マネージャー、学科責任者のもとで体系的に編成されている。また毎年
見直しを行い、業界の動向に沿った形で改編し業界の求める人材ニーズに応えられる学生を育成している。
キャリア教育科目を1年次より導入し「働く観」の育成を図っている。
また、学科目標業界のセミナーを年に数回実施する事により、具体的な仕事の理解を促している。



《　カリキュラム　1　》

映像音響専門課程　写真学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

社会性検定 2 32 2 32 64 4

フォトテクニック 4 64 64 4

レタッチワーク 4 64 64 4

写真ルーム 4 64 8 128 192 12

キャリアワーク 2 32 2 32 64 4

暗室ワーク 4 64 64 4

スタジオワークⅠ 4 64 4 64 128 8

写真史 4 64 4 64 128 8

デジタルプリント 4 64 64 4

ファインプリントⅠ 4 64 64 4

ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

ホームルームⅡ 2 32 2 32 64 4

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

ファインプリントⅡ 4 64 64 4

ポートフォリオ制作 4 64 4 64 128 8

写真・映像編集 4 64 4 64 32 2

スタジオワークⅡ 4 64 4 64 128 8

ロケーション撮影Ⅰ 4 64 4 64 128 8

ロケーション撮影Ⅱ 2 32 32 2

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

クリエイティブフォト 4 64 64 4

写真作家研究 4 64 4 64 128 8

写真映像作品研究 4 64 4 64 128 8

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 30 480 30 480 0 0 0 0 960 60

選択科目履修時数 0 0 0 0 30 480 30 480 960 60

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

時数による

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）

  選択

必修



《　カリキュラム　2　》

映像音響専門課程　放送・映画学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

必修 ノンリニア編集スキル 4 64 4 64 128 8

CM企画演出I 4 64 4 64 128 8

映像表現基礎 4 64 4 64 128 8

映画制作基礎 4 64 4 64 128 8

番組企画制作 4 64 4 64 128 8

ストーリー構成 4 64 4 64 128 8

映像照明技術Ⅰ 4 64 4 64 128 8

映画史・映像論 2 32 32 2

映像照明技術Ⅱ 4 64 4 64 128 8

選択 映像作品研究 4 64 4 64 128 8

映像制作技術 4 64 4 64 128 8

映像制作演出 4 64 4 64 128 8

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

ホームルーム 2 32 2 32 2 32 2 32 128 8

リクルートナビゲーション 2 32 2 32 2 32 2 32 128 8

コピーライティング 2 32 32 2

映画テクニカルワーク 4 64 4 64 128 8

プリプロダクションワーク 2 32 4 64 2 32 128 8

照明テクニカルワーク 2 32 4 64 96 6

番組企画演出 4 64 64 4

ポスプロワーク 2 32 4 64 96 6

映像ゼミナール 2 32 32 2

ファイナルワークA 2 32 32 2

ファイナルワークB 2 32 32 2

ライフデザイン 2 32 32 2

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 30 480 28 448 0 0 0 0 928 58

選択科目履修時数 2 32 30 480 30 480 992 62

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

必修・選択の
別

時数による

授業科目 授業時数
合計 （単位）



《　カリキュラム　3　》

映像音響専門課程　CG映像学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期
週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

映像コンセプトデザイン 4 64 4 64 128 8

3DCG基礎A 4 64 4 64 128 8

3DCG基礎B 4 64 4 64 128 8

オペレーションスキル 4 64 64 4

3DCGアニメーション 4 64 64 4

デジタルデザイン 4 64 4 64 128 8

デザイナーズオペレーション 4 64 64 4

モーションデザイン 4 64 64 4

コンポジット 4 64 64 4

リクルートナビゲーション 2 32 2 32 64 4

ホームルーム 2 32 2 32 2 32 2 32 128 8

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

CG映像 4 64 64 4

CG テクニカルワークA 4 64 4 64 64 4

CG テクニカルワークB 4 64 64 4

CG Final Work A 4 64 64 4

CG Final Work B 4 64 64 4

映像コンセプトデザイン上級 4 64 4 64 128 8

ポートフォリオ制作 4 64 64 4

コンテンツプロモーション 4 64 4 64 128 8

ライフデザイン 4 64 64 4

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 30 480 26 416 0 0 0 0 896 56

選択科目履修時数 0 0 4 64 30 480 30 480 1024 64

卒業に必要な総履修時数 32 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

時数による

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）

選択

必修



《　カリキュラム　4　》

映像音響専門課程　俳優学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

アクション基礎 2 32 2 32 64 4

歌唱基礎 2 32 2 32 64 4

スタッフワークI 2 32 2 32 64 4

言語基礎 2 32 2 32 64 4

俳優役者基礎 4 64 4 64 128 8

身体表現 4 64 4 64 128 8

演劇ゼミナール基礎 8 128 8 128 256 16

ダンス基礎 2 32 2 32 64 4

業界対策 2 32 2 32 64 4

ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

ホームルームⅡ 2 32 2 32 64

歌唱表現 2 32 2 32 64 4

スタッフワークⅡ 2 32 2 32 64 4

ダンス表現 2 32 2 32 64 4

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

演劇ゼミナール応用 8 128 8 128 256 16

アクション応用 2 32 2 32 64 4

言語表現 2 32 2 32 64 4

俳優役者表現 4 64 4 64 128 8

身体応用 4 64 4 64 128 8

業界進出 2 32 2 32 64 4

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 30 480 30 480 0 0 0 0 960 60

選択科目履修時数 0 0 0 0 30 480 30 480 960 60

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

時数による

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）

必修

選択



《　カリキュラム　5　》

映像音響専門課程　マスコミ出版・芸能学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

キャリアワーク 2 32 2 32 64 4

業界概論 2 32 2 32 64 4

著作権 2 32 32 2

マーケティング 2 32 32 2

ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

キャリアアップ 2 32 2 32 64 4

ホームルームⅡ 2 32 2 32 64 4

オフィス概論 2 32 2 32 64 4

グラフィックデザイン 2 32 2 32 64 4

音楽ビジネス 2 32 2 32 64 4

ライティングワーク 4 64 4 64 4 64 4 64 256 16

Web制作 4 64 4 64 128 8

エディターワーク 2 32 4 64 96 6

DTP演習 4 64 4 64 4 64 192 12

取材・撮影演習 4 64 64 4

イベント制作 4 64 4 64 4 64 4 64 256 16

番組制作 4 64 4 64 4 64 4 64 256 16

マネジメント 4 64 4 64 128 8

プロモーション 4 64 4 64 4 64 192 12

グループ制作 4 64 4 64 128 8

業界研究ゼミナール 4 64 4 64 4 64 192 12

音楽制作 4 64 4 64 128 8

プレゼンテーション 2 32 2 32 64 4

ディレクション演習 4 64 64 4

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

デザイン研究 2 32 32 2

プロデュース 2 32 32 2

企業研修Ⅰ 4 64 64 4

企業研修Ⅱ 4 64 64 4

企業研修Ⅲ 14 224 224 14

企業研修Ⅳ 14 224 224 14

短期留学

必修科目履修時数 8 128 8 128 0 0 0 0 256 16

選択科目履修時数 22 352 22 352 30 480 30 480 1664 104

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

時数による

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）

選択

必修



《　カリキュラム　6　》

映像音響専門課程　音響学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

PA実習Ⅰ 4 64 4 64 128 8

照明実習Ⅰ 4 64 4 64 128 8

マーケティングⅠ 4 64 4 64 128 8

PT オペレーションⅠ 4 64 4 64 128 8

ライブ音響基礎 4 64 4 64 128 8

舞台照明基礎 4 64 4 64 128 8

アイデアプランニング基礎 4 64 4 64 128 8

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

ビジネスマナー 4 64 64 4

ベクターワークス 4 64 64 4

イベント制作実践 4 64 4 64 4 64 192 12

ホームルームⅡ 2 32 2 32 64 4

ITBミキシング 基礎 4 64 4 64 128 8

スタジオワーク 基礎 8 128 8 128 256 16

PTオペレーション 基礎 4 64 4 64 128 8

アンサンブルオペレート基礎 8 128 8 128 256 16

音楽知識 基礎 4 64 4 64 128 8

PAスタッフワーク基礎 4 64 4 64 128 8

舞台知識基礎 4 64 4 64 128 8

電気概論基礎 4 64 4 64 128 8

検定対策 4 64 64 4

機器概論 4 64 64 4

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

PA基礎 4 64 64 4

TV照明 4 64 4 64 128 8

マネジメント基礎 4 64 4 64 128 8

舞台知識 4 64 4 64 128 8

デジタルベーシック 4 64 4 64 128 8

リクルート 4 64 4 64 4 64 4 64 256 16

PA実習Ⅱ 4 64 4 64 128 8

照明実習Ⅱ 4 64 4 64 128 8

マーケティングⅡ 4 64 4 64 128 8

PTオペレーションⅡ 4 64 4 64 128 8

ITBミキシング 4 64 4 64 128 8

スタジオワーク 8 128 8 128 256 16

PTオペレーション 4 64 4 64 128 8

アンサンブルオペレート 8 128 8 128 256 16

PAスタッフワーク 4 64 4 64 128 8

Protools 4 64 4 64 128 8

舞台音響演習 4 64 4 64 128 8

音響検定 4 64 64 4

照明スタッフワーク 4 64 4 64 128 8

照明デザイン 4 64 4 64 128 8

舞台照明実習 4 64 4 64 128 8

楽曲構成分析 4 64 4 64 128 8

照明検定 4 64 64 4

Excel/Word 4 64 4 64 128 8

企画制作実践 4 64 4 64 128 8

舞台制作演習 4 64 4 64 128 8

運営手法実践 4 64 4 64 128 8

アイディアプランニング実践 4 64 4 64 128 8

業界進出実践 4 64 4 64 128 8

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学
必修科目履修時数 18 288 18 288 0 0 0 0 576 36
選択必修科目履修時間 4 64 4 64 0 0 0 0 128 8
選択科目履修時数 8 128 8 128 30 480 30 480 1216 76
卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること
※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす
※企業研修は、Ⅰ・Ⅱの内、必ず一つを選択し履修する
※イベントプランニング、舞台音響技術、舞台照明技術の内、必ず一つを選択し履修する

選択

時数による

選択
必修

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）

必修



《　カリキュラム　7　》

映像音響専門課程　声優学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

声優演技基礎 4 64 4 64 128 8

声優台本対策A 4 64 4 64 128 8

声優台本対策B 4 64 4 64 128 8

アフレコ基礎 4 64 4 64 128 8

歌唱基礎 2 32 2 32 64 4

発声基礎トレーニング 2 32 2 32 64 4

業界対策 4 64 4 64 128 8

ボディーワーク基礎 2 32 2 32 64 4

言語基礎 2 32 2 32 64 4

ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

ホームルームⅡ 2 32 2 32 64 4

声優審査強化A 4 64 4 64 128 8

声優審査強化B 4 64 4 64 128 8

声優審査強化C 4 64 4 64 128 8

ボディーワーク 2 32 2 32 64 4

アフレコ表現 4 64 4 64 128 8

ダンス表現 2 32 2 32 64 4

歌唱表現 2 32 2 32 64 4

業界進出 4 64 4 64 128 8

言語表現 2 32 2 32 64 4

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 30 480 30 480 0 0 0 0 960 60

選択科目履修時数 0 0 0 0 30 480 30 480 960 60

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

必修

選択

時数による

必修・選択の
別

授業時数
合計 （単位）授業科目



《　カリキュラム　8　》

映像音響専門課程　ミュージッククリエイト学科

第1学年 第2学年

前期 後期 前期 後期

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

週間授業
時数

年間授業
時数

必修 ホームルームⅠ 2 32 2 32 64 4

アンサンブルテクニックⅠ 8 128 8 128 256 16

キャリアプランニングⅠ 2 32 32 2

キャリアプランニングⅡ 2 32 32 2

ボーカル基礎 8 128 8 128 256 16

ギター基礎 8 128 8 128 256 16

ベース基礎 8 128 8 128 256 16

ドラム基礎 8 128 8 128 256 16

キーボード基礎 8 128 8 128 256 16

コード基礎 4 64 4 64 128 8

ソングライト基礎 4 64 4 64 128 8

作編曲基礎 4 64 4 64 128 8

音楽知識基礎 4 64 4 64 128 8

選択 ホームルームⅡ 2 32 2 32 64 4

アンサンブルテクニックⅡ 8 128 8 128 256 16

ボーカル演習 8 128 8 128 256 16

ギター演習 8 128 8 128 256 16

ベース演習 8 128 8 128 256 16

ドラム演習 8 128 8 128 256 16

キーボード演習 8 128 8 128 256 16

ソングライト 4 64 4 64 128 8

作編曲演習 4 64 4 64 128 8

制作演習Ⅰ 2 32 32 2

制作演習Ⅱ 2 32 32 2

作品研究 4 64 4 64 128 8

企業研修 14 224 14 224 14 224 672 42

短期留学

必修科目履修時数 10 160 10 160 0 0 0 0 320 20

選択科目履修時数 20 320 20 320 30 480 30 480 1600 100

卒業に必要な総履修時数 30 480 30 480 30 480 30 480 1920 120

※選択科目のうち「選択科目履修時数」に提示した時間以上を履修すること

※インターンシップは別に定める規定により必修選択科目の履修とみなす

時数による

必修・選択の
別 授業科目 授業時数

合計 （単位）



（２）　学科について

《　入学者数及び在学者数　》
令和5年度

修業年限 2年　（昼間部）
　全学科 入学定員 360名 入学者数 　　321名

総定員 720名 在学生総数 　　596名

《　教育課程　》

映像・音響専門課程            

《　学習の成果として取得を目指す資格等　》

認定資格

音響機構調整作業3級

※資格取得に関して、授業内や放課後にも指導を行っております。また、学内が試験会場に認定されていること
　からも安心して受験することができます。

《　卒業者数及び卒業後の進路状況　》

平成4年度末（R5.3） 合計

卒業者数 257
関連分野就職者数 151
関連外分野就職者数 97
進学者数 9

（３）　教職員

《　教職員数　》

令和5年度
専任 兼任 合計

教員 22人 51人 73人
職員 7人 0人 7人
合計 29人 51人 80人

《　教職員の組織及び専門性　》

教員については担当する学科、専攻、担当科目に応じて専門性の高い教員を採用している。採用後も資格対策
講座や業界セミナー、研修会への参加を積極的に促し教員のレベルアップを図っている。
それらに加えて、教員間の情報共有やコミュニケーションを円滑にする為に定期的に教員ミーティングプログ
ラムを実施している。
また、校長、学務マネージャー、学科責任者による授業オブザーブも行っている。これらによって授業内容や
教授法について各学科や学校全体で把握するとともに授業担当者にフィードバックし授業改善に利用している。

関係機関

職業能力開発協会
課題の音源について、セッティングやリハーサ
ル、ミキシングなどの作業試験とCDに記録され
た音を使用した要素試験から成る。

資格内容



（４）　キャリア教育・実践的職業教育

《　キャリア教育への取組状況　》

課題提出や発表を繰り返し行うことで達成感や成功・失敗体験を実感させ、その成功や失敗から学ぶことで
意義や役割および多様性を理解し、主体的に選択する能力を身につけさせています。
また、就職に対する体制として、主に「人材セールス」という就職専門スタッフと担任教諭によるダブルサポートを
行っております。学生の就職意識を高めるためにインターンシップや専門分野のアルバイトなど在学中から現場を
感じてもらえるよう心掛けています。

・1年次から就職指導の授業による指導（業界研究・面接指導・履歴書添削など）
・就職模擬面接の随時実施など就職課によるサポート
・資料閲覧や就職課スタッフによる進路指導の対応が可能な就職指導室の活用
・学校独自で企業を招き、就職業界セミナーの実施を通して学生の業界理解を推進する
・各学科による業界人や卒業生による講話の実施
・インターンシップによる職場体験の実施
・時間割の空きを利用し姉妹校の検定対策授業や語学などを選択することが可能

（５）　様々な教育活動・教育環境

《　教育活動　》

業界で活躍している講師による指導のもと幅広い知識や技術を習得し、業界が求める人物像を育成しております。
AO入学者は、夢の実現に向けて、将来の仕事を早期に決めていることを受け、入学前授業であるプレスクールを
行っています。プレスクール参加や課題提出など『2.5年教育』と称し、確実に実績を結びつけています。
業界ニーズの把握については、就職担当者を始め教科担当者が学科目標業界・企業に直接働きかけ、意見をヒア
リングし、キャリア長、学科責任者が、それぞれカリキュラムに反映させるようにしています。
また、講師会等を通じて学科ごとの目標と指導内容、指導方法、評価方法も明確にしています。さらに全教科の
授業１コマ毎のシラバスを「コマシラバス」と呼んで、目的・内容・到達目標を学科毎に、責任者に提出する体
制を整えています。授業シラバスについては、すべての科目について作成しています。
学生による授業評価は、前期と後期の年2回学生アンケートにより実施し、成績表を年2回送付しており、問題が
あれば保護者と連絡をとり、改善に努めています。
「学外イベント」では、学生と業界関係者がイベント運営を行い、作品発表の機会を多く設け、対外的な活動を
積極的に行っています。

《　教育環境　》

実務からの経験と知識が備わっている人材を教員・講師として配置しております。
業界ニーズに合わせたカリキュラム構築の他、就職等の多様性から本学園の他学校や他学科の授業を受講できる
よう「FAシステム」や「エクステンション」を導入しています。
施設・設備は、実習教室を始めすべての教育環境の見直しを年１回行っています。設備投資に関しては、事業計
画（学校計画）に基づいて議論されます。教育理念と教育目標をそれを具現化したカリキュラムに沿った投資計
画でなければなりません。学校毎の協議を経て、最終的に「理事会」で決済承認されます。施設・設備の更新に
関しては計画を立て、進捗状況を把握して計画通りに進んでいる事を確認しています。

防災体制に関しては、学内で自衛消防団を組織し防災訓練を行うとともに、非常放送設備やスプリンクラー設備、
防火扉など非常時に備えた設備点検を法令に基づき年２回実施いたしております。音響・映像専門課程において、
設備や施設の整備は職業教育上、必要不可欠となります。最新の実務の知識を、教育内容に反映した教育を行う
ことが期待されていることから業界を見据えた設備設置も行っております。



（６）　学生の生活支援

《　学生支援への取組状況　》

・入学時オリエンテーションにて「学習の手引き」に沿って伝達、指導を行う。
　（受講上の注意、通学方法、アルバイト時間、指導、休暇、欠席遅刻連絡方法、単位取得、卒業の規定、研修
　　旅行、教育イベントスケジュールなど）
・学科担当者のスキルによってサポートにばらつきが出ないように、学生サポートチーム、リーダーを作った。
　出席関係の把握や学生面談などを行なっている。学生は学科の枠を超えて話しやすい教員に相談を持ちかけて
　いる。
・学期毎に学生アンケートを実施し、学びの状況や本人の周りの環境を把握し改善を図っている。
・カウンセラーによる相談窓口を設置しており、必要であればカウンセリングを受けられる。
・日本学生支援機構の奨学金（第1種・第2種・給付型）の説明や各種手続きなどの窓口として総合事務局を設置
　している。
・学習状況やアルバイト、進路相談など保護者と連携を取り学生の指導や支援を行うため保護者会の実施をして
　いる。（年に1～2回）

（７）　学生募集・納付金

《　学生募集　》

本校の学生募集活動では、学習内容・教育成果・卒業後の進路など正しい情報を分かりやすく伝えることに重点
を置いております。より本校へ理解を深めてもらった上で進路の決定をしてもらうため、オープンキャンパスや
体験入学、説明会をリモートに於いても開催いたしております。進学のミスマッチを防ぐよう、保護者へも積極
的に参加を勧めております。

《　学生納付金　》

令和4年度学費一覧

内訳 入学金 設備費 校友会費 前期授業料 後期授業料 1学年合計

◎分割納入の場合は入学金・設備費・校友会費・前期授業料の合計：844,000円を
指定日までにご入金下さい。指定日までにご入金下さい。

設備費 校友会費 前期授業料 後期授業料 2学年合計

◎分割納入の場合は設備費・前期授業料の合計：734,000円を
指定日までにご入金下さい。

※学費は、一年分一括納入を原則としていますが、「授業料」のみ「前期（4月～9月）」「後期（10月～3月）」の
　2期に分けて納入する事も可能です。
※受験料・・・20,000円願書提出時に必要
※校友会特別奨学生の入学金は　全額免除

　　　　  　　　　　昼 間 部 2 学 年 次 2年間総計

299,000 ー 435,000 435,000 1,169,000 2,448,000

　　　　　　　　　 　　　　　　　  昼 間 部 1 学 年 次

全学科 100,000 299,000 10,000 435,000 435,000 1,279,000



（８）
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¹imŗq+ŷĬ ŧƋƊË��ųUHŹĥE�ĩšºWŧƋŗ�úCŷBØŧƋƊŘ�g°4ŷşŜŲźŗƏơƍ¹ŷė�ù�ĔƤĥE�ĔšW¤ÕŷĬ

 ŧƋŗŬƋŭƋŹU¬ŗƖƐƓƠƣŷBØŧƋŗĥE�ĩŷ»ůŮ°4ƅ�û¾3šģāŧƋŗMAŗı�ą×Ũ¯Ċš�ŧƋŲŜţŘ�°ĉÑźim¹ŷ

<U¬ų��ŧƋƊŘŦƋƈźË�Īŗ
ăË�ŗ¬ĪſŠË�Ź�ĎƌtŲŗimq+Ź<¬%��ĔŷşŜŲ�úCŷÔăŧƋBØŧƋƊŘKāÆ¼

źŗ<ƖƐƓƠƣšĢ�ƌ��Ũŗ¢¥ƄŨţźı�ò�ŨMAŪƊŘƀŮŗ�ċƌĄëŨŮř�°ĉÑŚƅř�°MA Śź¹im¥ŹË��ųºĔŨŮ�ųŗ

ÞâU¬½ŷsŜŖƬ¢¥ŷ��ŨĮ�ùŠƈĄđšśůŮN=ŗįćŷ�ŨŲŜƊŘĥEìõŷŰŜŲźřìõGŚŷşŜŲ�ÚŷÛŧƋŲŜƊŘU4Ħŗl

MĦŗ�4bŹ<ƖƐƓƠƣźŗgŷ°4ĉÑŷsůŲŬƋŭƋŹ°4ƌģāŨŗŠŰ£µÕŷġ�ŨµüŨŲŜƊŘřË��ŚŴřčĔC�ŚźU¬½	ĥE

ŷŰŜŲWƃŮřňōŋŌŎŏUH[İāÄŚŷƇƉŗƀŮė�ù�Ĕƅ<ĥE�ĔŶŵ�ĄŶ�ĔźŬŹ�ŹĆWŷƇƉ�Úŷ�öűŤƈƋW¤ÕŷĬ ŨŗŬ

ƋŭƋŹĔ®Ź\ĔŷśŮůŲŜƊŘ��ŹƇŝŶìõĥE�.źĪiŹXóšśƉŗ2ÉÕųśƊŴ,�)¨ƊŘ�úCŹa°şƇżï�ãŹ�ķźŗa

°Ć/ƅï�ĆWŷşŜŲ�ÚŷWƃƈƋŲŜƊŘi�.Ź:Ɖ$Ƌŗ¸°ãŹƁŶŨ¸°�ĭŹ]wŶŵŗ�ŮŶï�ƓƕƗƟŹ`$ƌGƉŗ1LŷWƃ

ƈƋŮiĭŃ���Ź£ï:tƌ÷46Ř�CŹ^īzŷŰŜŲźŗ�Ï�ŷéªŨŲŜƊšŗíiP6ŷƇƊ�û2©Ź��šďĺųŗ
rźXóŷŰŜ

ŲŹ¦	ŹÐAŗĚ­:tŗÙ�;Ēŗ¬'Ź�°č�ŗU¬ĥEžŹĖÈmãŷƇƉW¤Õŷ�	ĳĐƌ@ƃŗ7*��)¨ƊƓƕƗƟƌ`$Řřìõ

GŚŷƇůŲ°4'ZƤæFŹL¦šÛŧƋŲşƉŗ<�®Źâ®ƅMAź<ƖƐƓƠƣŹė�ùŷ�ŜŲ� 6ŘŬƋƈźŗU¬ĪŹ�ĎƌtŲÚW�ķŴ

ŶƊŘƀŮŗÅŷħĄŶ®�ƅ�Ć®�ŗRĆ´ŶP�šśůŮ�ķãźŗàĔƓƕƗƟų&ÐŨŗ¯ĊƌħŸŲUH¦Ħŷ�ĔŧƋŗî©šĮ�ùŷBØ

ŧƋƊŘ{MƓƕƗƟŷŰŜŲźŗUHLkƓƕƗƟŹ±çŴĥÏƑƞƥƙ%þƌ�ŝƖƐƓƠƣƌČŤŗUèƤ�óƤ)¶ƤUĘãƌð�äËŪƊUÍäËƓ

ƕƗƟƌÇýŷ±çŨŲŜƊŘU¬äË°4Ïŷźï�äËƓƕƗƟŗĕ4äËãƄ��Ũŗ°4Ź2É6ƌGůŲŜƊŘ

( 9 )   学校評価



K´Ģĵ�à²/ �«ò�

ĢĝĠğĵ=VÉŚ�àÁ§Ķàz� �śĶōŚVÉř\sŋŨ¥¿ŚƈƠſřAŅŔ«ŉń Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ĵĵĵĵ�AœŅňũŔļŨŀ

ĢĝĠĠĵ�¥hĔř\sŉŏ�à(ĊƜƐƛś�ÅřňũŔļŨŀ Ĳ ģ Ģ ġ Ġ

ĢĝĠġĵųƚŵƗƙƔś�ÐÀřÖzňũŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ĢĝĠĢĵ=ÉÁśĶųƚŵƗƙƔŚ�ŕċ«Ř�Ú	ŅňũŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ĢĝĠģĵŵƖƚŭ�àŚé¶řÌőŏųƚŵƗƙƔŤ�à�±ŘŗŁX�ňũŔļŨŀ Ĳ ģ Ģ ġ Ġ

ĢĝĠĤĵ�¥ò�ŚX�įò��)śĻŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ĢĝĠĥĵ�àÁ§řAŅ�¥ūäĽ�ŁŕłŨç�ū�ľŏ�CūÅ�ŉŔļŨŀ Ĥ ı ĳ ġ Ġ �E

ĢĝĠĦĵz×ò�į3�öWŚK´ś�ÅřŘőŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ĢĝĠħĵý£:pŚ�^�)śĻŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

K´ģĵ�àz¡ �«ò�

ģĝĠĨĵ_ß¹Ƣ2¥Þ_ß¹į­ßÞ_ß¹į]đ_ß¹ƣŚA�ŁIŦũŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ģĝġğĵý£:p¹ŚA�ŁIŦũŔļŨŀ Ĥ Ĵ İ ġ Ġ �v

ģĝġĠĵĄV¹Ś�³ŁIŦũŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

ģĝġġĵ2¥¼įJ¢¼ŚÇ�ÀŘ²Ā6ŝò�ū~�ŉŔļŨŀ Ĥ ı Ģ ġ Ġ

áaò�

¥¿ƈƠſŚ~�řŒļŔśĶ_ß�mÞūUŢĶ�É�mÞŁVÉÁ§ū¥¿Ɵ�¥řÂ��łŀŅĶxèūƋŭƚƞŷŉĶŵƖƚŭƚƠƁƠŤV0ü
Þ

ŁōũŎũųƚŵƗƙƔř8�ňŌŨťĽřŉŔļŨķ=VÉŚ�¥hĔř\sŉŏ�àƜƐƛś¢ĐĶŵƖƚŭƚƠƁƠĶVÉü
ÞřťŧñWňũĶV0�

úÎūąŊŔ�CĒŕ �ňũŔļŨķĵōŚwLśĶ=�ÉŚ(ĊƜƐƛñWř8�ňũĶ�ÐÀřÖzňũŔļŨķşŏĶ¬hèÂŉūäļ¥¿Ś/Ař

¯őŏnŕ�ÖŉĶ¥¿Ś­ŢŨ� ƈƠſūè�ľŏ�àŚ�Atūè#ŉŔļŨķųƚŵƗƙƔÖzřĻŏőŔśĶĹ]đV¢ñÚK´ĺřKœłĶ=]�

Ŗţ�¥X��Ē�Ķ�ĒĶÕ�Ē�ūñWŉŔļŨķµÜÉÁřŒļŔśrçřsŊŔùÛÉÁŕŚë÷�ĒūñŅŏ�ŕĎ$ŉŔļŨķTłū��řŉĶ

RńŚ�ĸřFŝŤy/ū`ŅŨß¥�ūàzŋŨķº¸Ķ¥¿Ś�ŧ<řÌŒŏŢŚ�àƜƐƛś�ÅřñWňũŔļŨŁĶ�oś=Ê¥¿ŕĶťŧ4{

,Ɵ4ã@řŘŨťĽŘþŚA�ūIőŔļŀŘŅũŜŘŦŘļķŵƖƚŭƢ_ß�^čƣūāŖŉŏġĞĤh�àŚžƅƠƚƠū�ĒāŕñWŉĶ�ÐÀÖzŚX

�ŁrçŕĻŨķ�¥żƙƊžřŒļŔśĶùd�ÎūąŊŔVÉŇŖŚÁ§Ŗ�^"ZĶ�^�±Ķò��±ţ�ÅřŉŔļŨķňŦř��ÉŚ�¥ƥŹƒ¬

ŚżƙƊžūĹŹƒżƙƊžĺŖBŬŕĶÁÀƟ"ZƟ(ĊÁ§ūVÉ¬řü
Þř�#ŋŨ�)ū�ľŔļŨķųƚŵƗƙƔś�
Ɵ¥¿ŁãŉńP1ŋŨ�ŕĶ

¬hŚñWūP1ňŌŔļńņŖŁrçķ¥¿_ßūäĽ�ŕĶÅXřrçŘţŚŚŠ:pňŌŨ�¥"ZūÒŠăšķŵƖƚŭ�àÉÁūĠhªťŧ^�ŉĶ

VÉÁ§řŒļŔśĶ¥¿ŚƀƓƇƠūh�HĶX�ŋŨ�řťŧĶ!�ÀŘ��Ś»ëū�ŉŔļŨķ�VÉŵƖƚŭnzūèŏ�ŕŚųƚŵƗƙƔƟ�à�

±ū¤îŉĶX�ŉŔļŨķV¼řťŨ�¥ò�śĶ+�Ŗo�ŚhƦHĶV¼ŭƞŸƠƅřťŧX�ŉŔļŨķşŏĶ¢ĐĶŵƖƚŭƚƠƁƠĶVÉü
ÞřťŨ

�¥ŲƎŻƠƎţäőŔļŨķņũŦřťőŔĵ�¥"ZŤ��±řŒļŔ=VÉŤV¢��ŕ~�ŋŨŖŖţř�¥�mÞřƍŮƠƆƊƃŶŉĶ�¥�Eř'

½ŉŔļŨķ�CřŒļŔś�mŋŨÉÁřsŊŔĶ]đtŚĜļ�Cū�½ŉŔļŨķ�½oţý£\ÏùjŤ¥¿ƀƓƇƠĶÄ��ŞŚ5-ūË¦Àř

�ŉĶ�CŚƜƐƛŭƃƏūIőŔļŨķ�¨Ä�ūW�ÀřäĽņŖŕĶ�CŁV¼ř\ŋŨìũ>ļ�ūÅöŉĶĉiŘ�^ř�ŧĉŃŘļťĽĶşŏĶuŬ

ŕļŨV¼řċ%ŘOŀŅŁŕłŨťĽŘ�^Þœńŧūq�ŅŔļŨķ

z×ò�Ɵ3�öWK´ś�Åř®şőŔĿŧĶV*Ť�CĎb½ŚV¢ĈGƒƈƗŭƛřÆňũŔļŨķōũř�V¼řĎbňũŨĹVÜŚ|lłĺřţõ

ÑŁïĂňũŔļŨķƌŽƉž¢Ķê�¢ř�ļŔśĶý£Ɵ¤WŚ:pŚrçřsŊŔĶVÉŇŖŚÁ§ŖŉŔŚr�¤WƟý£ūñWŉŔļŨķý£Ś:p

źƑƠƅřēŉŔśĶ\ÏùjūX�ŉŔļŨķ

ŹƝƇÈř�ļŔĶƚƕƠƅřťŨ�¥ĈGŁNľŔłŏķŏŐĶ}åūĚĽ�¥řŒļŔśĶĐ���Řŗū'½ŉĶ$��¥ÎŕæľŘŀőŏ�ĒūųƊƠ

ŉĶ_ßóěÎŕ�'řŘŨťĽ�^ŉŔļŨŚŁº¸ŕĻŨķ

áaò�

_ßc�ÞŚ_ßśĶVÉ]�ŚVÜ"ZĶV¼¸°řsŊŏ_ß²/���)ū�ľŔļŨķ�
Ŗ_ß�mÞŁfřĆ�ū:ŧĶV¼Ś_ß²/ūź

ƑƠƅŋŨŖ?�řĶćÿŴůƁƞžĶV"�¥÷��ĶV"ČÝóěĶĘ�óě\ÏƟÍïóě\ÏƟ_ß���ĒřťŨV"ŴůƁƞžŘŗ_ß��ä�

ūí¾ÀřX�ŉŔļŨķĥh+ťŧX�ŉŔļŨ¥¿ĩĮĬīÎŕĶ=¢Ŗţř_ß¹ŁSgřŭƃƏŉŏķƌŽƗŭƛ¢ŕśŽƘƎųƍűţTÓ¡řØŁőŔļ

Ũķý£:pŚA�ÏŖŉŔĶóě;ě��ř>ŪŌĶ�ųƚŵƗƙƔū\ÏřƄƠƒP�ķręÉÁ�QŕţČ��¥ŕW�Ɵ�W�ŕ¤W:pŚŏŢŚ

\ÏùjūĶ·�ŕX�ŉŔļŨķĄV¹řŒļŔśĶ#e�âÞƟz×�âÞř\ŉhĒūąŊŔæ�ƟæùŚ�)ū�ľŨ�řťŧĶƌŽƉž¢Ťê�¢ŕ

śĶ�VÞř\ŉŔĶƥƤơū�HőŔļŨķ�
řťŨ©e�^ƟV¼ŚųŰƞƀƚƞŷ�)ţ�ľŔļŨķK�Àř·�©eŉŏM>śĶ�
ŁV¼6ŝY

křėôĆÔūäőŔĿŧĶ�¥řŒļŔļŅŘļV¼ŚæùŤ3�:pŁĖŉļV¼Śæ��)ţĐ����ū�qřX�ŉŔļŨķ�ûÞŖŚĆÔţ�


ūąŊŔ[ř:ŨťĽřŉŔĿŧĶ�ûÞ�Ķ�&ÃøÎūąŊŔYkŕŚƊƃŶŭƃƏ�)ŚźƑƠƅţäőŔļŨķ2¥¼Ł_ßŉŔļŨ�¥ðDūďç

éŉĶW�ÀřðDūäőŔwLū9ĕŉŔļŨķşŏĶ¢7�²/řĿļŔĶRńŚ2¥¼ŀŦV¢ŖŚØŁŧūc�ŋŨŭƏƝƠƂŁĻőŏķĭĪĭŘŗ�.

ř�ĽņŖŕĶ¢7�ÒÙŚ²t1ūćŢŔļłŏļķ



KÍŏŞW×�� �¾ď�

ŏŉŌōŞcþƂĴŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŎŞW×áĖƂĴŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŏŞW×ƃòÊÞ�ļƂ_ŴƑ���)Ƅ��žūŽťƑũ ŏ Ś Ŝ Ō ŋ �B

ŏŉŌŐŞňW×ƃ�oëÕƔ�Ŧñ÷�)ƄŤƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌőŞ�ĚüſĪ&Ƃ��ŲŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŏŉŌŒŞ3¸×Ƈƃ���)ƄŤƑũ ŏ Ŏ ř Ō ŋ

KÍŐŞ�ÿÖN �¾ď�

ŐŉŌœŞ�čŘč�Ƅ�ÿ�xĆ}Ƃ2%_yžūƑƎŦ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

ŐŉōŊŞWQYúşƘƾƥǀƾƢƧƮşÇQâ�êƂŻťŽ2%Ɓ�ÿ�)Ɣ��ŲŽťƑũ ś ŝ ō Ō ŋ �B

ŐŉōŋŞĵÏƂ_ŴƑ�)Ƅ��űƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

KÍőŞW×ƃ/ĺſ:Ů�ƒ �¾ď�

őŉōŌŞW×/ĺÆ.ƄşĪ¾ƂăƓƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

őŉōōŞW×/ĺÆ.ƂŨťŽş�ÿ�²Ƅ¾ãƂ�ŧƏƒŽťƑũ ŏ Ŏ ř Ō ŋ

őŉōŎŞ�WīûƄşĪ¾ũŻ kƁKÍƂKżūăƁƓƒŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

őŉōŏŞWíįƄUrƁƋƃſƁźŽťƑũ ŏ Ś ō Ō ŋ

¯´ƃW×/ĺÆ.ƃK¯ƄşWú#\ƿ�ÿ�²ƿ3¸uƃħĠƁƀƃ¾Ųť~LƔ%ũƐ¦Ŭ�ŧƑŰſƂĮūƔøťŽťƑŠƉŸşƎƐÉťÕĈƃƋſž

ħĠƔûŧŽƋƏŦŸƊƂƚǀƮƾƜƷƾƬƣƌē¥�ƔÍ�ŲŸƋƃƃşƠƽƪƃsľžö|��Zĉ�ƄƻƶǀƩƂƎƑĲ�ſƁźŽŲƉźŸŠŸŹşĩ�

žŤƑŰſžş±´Ū5ŲťI�ƃW×ƌ�ĚüŪÀġƂŕŗŖƂƎƑ�ņ�WƂ6,žūŸŰſžşħWƃƳƣƲƧƦƔĵŭŰſŪ$±ŸſûŧƏƒƑŠ�Mƌ

Ň´žƃē¥�ƄÎËŲŸŰſžşà�şW´ē¥Ɣ�Ŵ¼�ŪSƓƒŸŠŇ´ČAƋ�%Ƃ$±ƁťÓÄ�şHW×ƌ3¸×ƃÓÄƿĞµ·Xƃ9vÓ

ÄƁƀşŰƒƉžăƁźŽūŸmLÆ.ƋRūƁP1ƔƋŸƏŲŸŠ

�WīûƂŻťŽƄşŇêW´ƃĕ³©ƂĮūƔøūş�WĆŀƂŷƃ¤ċĢŲŽťƑŠ�W*�¸Ƃ�ťŽ�Wh­üſƃ§ĳƔčŮƑŰſžħĠƂ_Ŵ

ƑƳƣƲƧƦƄĵůŽťƑſ{ƓƒƑŠ

WíįƂŻťŽƄşÕ��şďę@�ƂŨťŽč�ƿ¼°ƿ	°Ɓƀƃ�ÿÖNƃõ�>�ƂxĆũŻUržŤƑũ]ęŲÂXŲŽťƑŠ

Āgď�

cþ��ƂŻťŽƄşƜƷƻƖ�rüŪşlĳƔĤųW#
¸ē¥�ƌW×Ƈƃ�'�aƔY�ŲŽťƑŠƁŨşŋl½ƎƐƜƷƻƖ�åßƔ�Wåže�Ŵ

ƑƁƀ��ƃ���)Ɣ�ŧŽťƑŠW×Ū�ŧƑĘAŃƃĈÂƂ>ŮŽ�@â�ſŲŽŢƛƙƾƤƻƾƞƣƜƼţƔúvŴƑÑƂY�ŴƑƁƀşW×áĖ�

)ƃºìƂ¢š-+ŲŽťƑŠ¿ĦŌ¢ĳşwÕƛƙƾƤƺǀƃ�×Ƃ±ŽĿťŽşW×ƃwƃƟƖŪăŧƑĬdƔčøŲŽťƑŠ(ØüƄ¢Ƃ¢ƂOŧŽť

ƑÔÓŪŤƑŠ¯´žƄşW×ơƱǀƩƦǀƴ)ƔčŮş¢šƃW×ƃ$iÓÄşWúÓÄƔjƂ��ŴƑſ=§ƂşX®ƿ�X®žtƏƃW××ÆƂŨŮƑ

ŤƏƍƑáĖƂyųƑ�)Ɣ�ŧŽťƑŠWĝƃ��ť�ÅƃîũƁáĖ�)Ɣq1ŲşGũƏƃô�JƿĜ�JƃTWįƁƀƃŪ�YŲŸŰſžşòÊÞƁ

ļžƃģWüƄËbŲŽťƑŠ;æTWį)nƃW#¶#ƿ©ńƃ9ƐƉſƊƔY�ŲşTWį�rüƋj§ĭøŲŽťƑŠ

ƉŸşžūƑĶƐ`ı�ĄŪÝ�$±ƑƖƼƫƘƩƌƘƾƥǀƾƃï�ƿ�aƔăźŽťƑŠ�oëÕļƂŨťŽƄş¿lŋEƃX®�oĎ�ƔY�Ųş�o�

aƂ0ƊŽťƑŠW×ƃ�oƔ��ŴƑÑƂŢ��[ţƔčøŲŽťŽşġnƃÛÜƂŻťŽƄ_y$±Ƒ�)Ɣ�ŧŽťƑŠÚW×ƂŻťŽƄWĝşƖƼƫ

ƘƩş¢j×ÆşcþƁƀƃĘAŃƂŻťŽ��ŴƑÚW×�rüƔŨťŽťƑŠ

ĔQÆ.ƂŻťŽƄşƝƺƭÆ.şưƺƾƨƗƖÆ.ş;æă�Æ.Ɣ�TŲşW×ƃĀÝÞƁÆ.Ɣ�Ųş	ĳÞƁ�İſ!ƂW××ÆşW´×ÆƃÌğn
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（1０）　事業報告・その他

《　事業報告書　》
令和5年3月31日

　○  新型コロナウイルス感染拡大による世情
　　　コロナ禍に於いて、3年間、イベントの中止や延期などの要請が日本政府から出され、教育に於いても
　　　授業の休学など、これまでにない厳しいものであった。経済活動も大幅な落ち込みと外出自粛となった
　　　が、これまでと異なり、リモートによる授業の活用に繋げること等、負の面ばかりでもなかった。

　○  学生募集状況
　　　高校ガイダンスや会場ガイダンスもコロナ禍により、中止になるケースが多く見られたが、徐々に各ガイ
　　　ダンスも復活し、対面での開催が増えてきている。そのような状況で行なったリモートによる説明会は盛
　　　況で、普段、会場などでは一方的に説明を聞く側の高校生から、多くの質問が浴びせられ、逆に学校の
　　　ことを理解して貰えたようである。
　　　学生募集状況は、4校ともに順調に推移し、前年並みの入学者数を迎えることができた。

　○  設備投資
　　　学内ネット環境の整備、PCハード・ソフトの入替、マンガ学科・韓国語学科・CG映像学科・愛玩動物
　　　看護学科など教室の美装を進めるとともに、各教室に空気清浄機を導入、空調の入れ替え、換気扇の改修
　　　などコロナ対策と繋がる設備投資が多くを占めている。
　　　PC系については、半導体不足により導入が大幅に遅れたという例年にない年でもあった。

　○  業界EXPO開催
　　　コロナ禍であり、リモートを中心とした学内開催のイベントに変更した。企業の方々も安心感を得られて　　
　　　おり、学生たちも個々にアピールできる時間が設けられ、有意義なイベントとなった。
　　　全国姉妹校間での系統別開催となったことで、企業の方への負担も軽減できたと思われる。

　○  アメリカに語学堂を設立、韓国の大学との提携
　　　Adachi学園グループの取組みとして行なっている留学制度については、新型コロナの影響で出入国の規制
　　　がなされる中、アメリカや韓国の留学も行われた。
　　　なお、新年度には更に積極的に取り組む動きが出てきている。

　●  九州デザイナー学院
　　　産学連携の強化（職業実践専門課程）
　　　学科を越えたコラボレーションや企業との連携を強め実践力を高めていく。学生募集の現状に合わせて
　　　入学募集定員を増やした。

　●  九州ビジュアルアーツ
　　　社会環境の変化に伴った教育の柔軟変化急速変化・成長する社会環境の中、教育機関九州ビジュアルアーツ
　　　も常に加速変化・成長。東京・芸能プロダクションとの産学協同「クリエイティブWEB発信プロジェクト」
　　　始動。今後は基礎学習のm-ラーニング化と多言語化に取り組む。

　●  九州スクール・オブ・ビジネス
　　　愛玩動物看護学科3年コースを新設
　　　動物看護師の国家試験開始を受け、3年コースを新たに開設するとともに新たな文化・教養分野に設置目的
　　　を追加する。卒業生についても国家試験受験可能なように申請を行う。

　●  九州観光専門学校
　　　業界でアイディアを出せる人材育成。「創造・想像」獲得のためのカリキュラム・教育イベントへ転換。
　　　留学生の夢を叶える他校にはないカリキュラム。韓国語学科に於いては、韓国の複数の大学との提携により
　　　留学生として送り出している。



《　職業実戦専門課程認定学科　》

職業実践専門課程における認定学科一覧

　○  九州デザイナー学院 　○  九州ビジュアルアーツ
グラフィックデザイン学科 写真学科
インテリアデザイン学科 放送・映画学科
イラストレーション学科 CG映像学科
ゲーム・CG学科 音響学科
マンガ学科 声優学科

俳優学科

　○  九州スクール・オブ・ビジネス 　○  九州観光専門学校
ビューティービジネス学科 ブライダル学科
ペットビジネス学科 エアライン学科
フラワービジネス学科 スイーツ&カフェ学科

ホテル学科
鉄道サービス学科

　　　　以上　4校　19学科

《　理事・役員名簿　》

令和5年4月1日現在（定員数　理事9名　監事2名）

　理事長　　安達　暁子
　理　事　　田坂　広志
　理　事　　安井　慎治
　理　事　　大鴨　國雄
　理　事　　植田　宏美
　理　事　　加藤　尚美
　理　事　　伊庭野　基明
　理　事　　高橋　奈帆
　理　事　　清水　禎徳
　監　事　　髙野　善生
　監　事　　松本　拓生


